
歩行空間と交通規制の考え方シートを説明する坂本委員 

   

 

    
   

     
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 号 

平成 18 年 12 月発行 

今小路通り歩行者 

尊重道路専門部会 

■ 

歩
行
空
間
の
考
え
方
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

 

車
の
走
行
の
自
由
度
と
歩
行
空
間
の
充
実
度
の
比

重
、
整
備
計
画
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
4
回
に
わ
た
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
多
く
の
委

員
が
「
歩
行
空
間
量
を
増
や
す
」
又
は
「
歩
行
空
間
量

を
さ
ら
に
増
や
す
」
こ
と
で
方
向
性
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。 第

4
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
「
歩
行
空
間
と
交
通

規
制
の
考
え
方
」
シ
ー
ト
を
使
い
、
委
員
が
考
え
て
い

る
歩
行
空
間
の
充
実
度
は
ど
の
位
な
の
か
を
具
体
的

に
示
し
て
、
ま
た
、
そ
の
理
由
を
委
員
自
ら
が
説
明
を

行
い
、
更
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議
論
を
す
る
こ
と

で
、
委
員
相
互
の
計
画
作
り
に
対
す
る
共
通
認
識
を
高

め
る
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
当
初
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
考
え
方
が
回

を
重
ね
る
ご
と
に
集
約
さ
れ
、
平
日
は
レ
ベ
ル
3
（
歩

行
空
間
量
を
増
や
す
）
～
レ
ベ
ル
4
（
歩
行
空
間
量
を

さ
ら
に
増
や
す
）
で
考
え
方
の
方
向
性
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。 

12
月
6
日
開
催
の
第
9
回
専
門
部
会
か
ら
、
ど
の

区
間
に
ど
の
施
策
を
導
入
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
そ
の

効
果
と
周
囲
に
与
え
る
影
響
の
検
証
な
ど
、
具
体
の
整

備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

作
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。 

第８回今小路通り歩行者尊重道路専門部会次第

   １ 開会（18：00） 
  ２ 報告・確認事項 
  ３ ワークショップ ～第６回～ 
   ア．整備計画の方向性について 
    ①「歩行空間と交通規制の考え 

方シート」にシールを貼る 
    ②全体会議 

③方向性についてのまとめ 
４ 本日のまとめ 
５ その他 

   ア．第９回専門部会の日程等について 
６ 閉会 （20：00）

第６回ワークショップを開きました。 

第６回ワークショップが行われ、整備計画の方向性について熱のこもった議論の結果、整備の

方向性が確認されました。 

12 月６日開催の第 9 回専門部会から、具体の整備計画の策定作業に入る予定です。 



る
と
、
各
区
間
で
「
歩
行
空
間
を
増
や
す
」
方
向 

で
委
員
の
意
見
が
一
致
し
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

 
 

生
活
道
路
の
あ
り
方
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨 

今
、
今
回
の
専
門
部
会
で
出
た
方
向
性
は
今
後
の 

道
路
づ
く
り
の
考
え
方
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を 

与
え
る
も
の
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

武
蔵
大
路
（
そ
の
一
） 

 

鎌
倉
時
代
に
み
え
る
鎌
倉
府
内
（
鎌

倉
市
）
の
大
路
。
鎌
倉
を
中
心
に
武
蔵

国
へ
通
じ
る
重
要
な
交
通
路
、
と
い
う

の
が
路
名
の
由
来
で
あ
る
。 

 

鎌
倉
か
ら
武
蔵
方
面
へ
通
じ
る
鎌

倉
府
外
の
往
来
道
は
「
武
蔵
道
」
と
称

し
て
区
別
さ
れ
た
（
梅
松
論
）
。
初
見

は
『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）

九
月
十
六
日
条
で
、
足
利
俊
綱
の
首
級

を
持
参
し
た
桐
生
六
郎
が
「
武
蔵
大

路
」
か
ら
使
者
を
た
て
て
き
た
が
、
源

頼
朝
は
入
鎌
を
許
さ
ず
、
た
だ
ち
に
深

沢
経
由
（
つ
い
で
大
仏
坂
か
）
で
腰
越

に
向
か
う
よ
う
指
示
し
た
と
あ
る
。 

 

こ
の
大
路
の
道
筋
に
は
諸
説
あ
る

が
、
『
吾
妻
鏡
』
文
永
三
年
（
一
二
六

六
）
七
月
四
日
条
は
、
京
都
に
送
還
さ

れ
る
将
軍
宗
尊
親
王
が
若
宮
大
路
沿

い
の
「
幕
府
の
北
門
を
出
て
赤
橋
（
八

幡
宮
太
鼓
橋
）
を
西
に
行
き
“
武
蔵
大

路
”
を
へ
て
佐
介
の
北
条
時
盛
の
館
に

向
っ
た
」
と
の
べ
る
。 

 

出
典 

鎌
倉
地
名
由
来
辞
典 

 

■ 

「
歩
行
空
間
と
交
通
規
制
の
考
え
方
」
シ
ー
ト

へ
の
記
入
と
全
体
会
議 

 
 
 

 
 

整
備
の
方
向
性
を
決
め
る
た
め
、
４
回
に
わ
た
り 

「
歩
行
空
間
と
交
通
規
制
の
考
え
方
」
シ
ー
ト
に
自 

ら
の
考
え
方
を
記
入
し
、
各
委
員
が
そ
の
理
由
を
全 

体
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
発
表
し
、
共
通
認
識 

を
高
め
る
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

「
歩
行
空
間
と
交
通
規
制
の
考
え
方
」
シ
ー
ト
を
見 



通行許可制を導入 

新たな交通規制の導入 

新たな走行ルールの導入

現状の交通規制の維持 

車の走行の自由度（大）

歩 行 空

間（大）

 

                           

                                                    

                             （平 日） 

 

 

 

                                            

  

 

 

区  間 

 

回

数

レベル

① 

レベル

② 

レベル

③ 
レベル④ 

レベル

⑤ 

1 1 3 3 12  

2  1 3 8  

3  1 5 10  

区間１  

鉄の井～ 

   寿福寺 
4   2 10  

1 1 3 7 7  

2  1 7 6  

3   9 5  

区間２  

寿福寺～ 

小町踏切前 
4   8 5  

1 1 8 5 5  

2  4 4 2  

3  1 10 2  

区間３  

小町踏切前～ 

駅西口交差点 
4   13 2  

区間４  

駅西口交差点

～御成小学校

南 

 

 

 

１        2    0 

（同区間は平成 18年 10 月より   

 

  工事着手につき計画を踏襲します。）    

1 1 9 3 5  

2  3 4 3  

3  1 10 3  

区間５ 

御成小学校南 

～御成中学校 

入口 4   11 2  

1 2 5 4 7  

2  1 4 8  

3   3 10  

区間６ 

御成中校入口 

～六地蔵 
4   7 7  

 

 

■ 歩行空間と交通規制の考え方 
車の走行の自由度（小）

交通規制を部分解除 

歩行空間の 

充実のさせ方

歩行空間量 

を増やす 

歩行空間量を 

さらに増やす 

歩行者専 

用とする 

2

1

1

1

歩行空間量は現状 

通りで部分改良 

1

1

第 1回記入  10月 18日（第6回部会） 

第 2回記入  11 月 8日（第 7回部会） 

第 3 回記入   11 月 22 日（第 8 回部会） 

第 4 回記入   11 月 22 日（第 8 回部会） 



                                          

                          

        

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門部会への意見募集 

 「今小路通り歩行者尊重道路専門部会」では、歩行者尊重道路整備計画について皆様からの 

ご意見を募集しています。 

「今小路通り歩行者尊重道路専門部会」事務局（交通政策課）までご意見をお寄せください。

TEL:0467－23－3000（内線 2511） 

FAX:0467－23－8520 

E-mail koutsu@city.kamakura.kanagawa.jp 

編
集
後
記 

 

今
小
路
通
り
の
整
備
の
方
向
性
が

決
ま
り
ま
し
た
。 

 

12
月
６
日
の
第
9
回
専
門
部
会

か
ら
は
、
い
よ
い
よ
具
体
の
施
策
の

検
討
に
入
り
ま
す
。 

「
歩
く
」
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る

鎌
倉
で
す
が
、
現
実
に
は
歩
道
も
少

な
く
、
歩
く
環
境
に
適
し
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
の
が
実
情
で
す
。 

市
民
主
体
の
今
回
の
取
り
組
み

が
、
多
く
の
方
に
理
解
さ
れ
、「
く
る

ま
社
会
」
を
見
直
す
考
え
の
切
掛
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

鎌
倉
の
保
全
は
緑
だ
け
で
は
な

く
、
静
か
な
生
活
居
住
環
境
を
守
る

こ
と
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

人
と
車
の
関
係
を
見
直
す
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
各
地
域
で
始
ま

り
、
街
の
中
も
住
み
や
す
い
環
境
が

保
全
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
緑
と
街

が
一
体
と
な
り
「
世
界
遺
産
登
録
」

に
相
応
し
い
街
に
な
る
と
思
い
ま

す
。 

■ 

歩
行
者
尊
重
道
路
の
整
備
は
ソ
フ
ト
施
策
中
心
で 

整
備
の
前
提
条
件
を
第
５
号
の
専
門
部
会
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
整
備
計
画
は
ソ
フ
ト
施
策
が
中
心
に
な
り
ま
す
。 

ハ
ー
ド
施
策
は
、
都
市
計
画
決
定
や
用
地
買
収
を
伴
う
な
ど
計
画
完
了
ま
で

長
期
間
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
費
用
面
で
も
多
大
な
費
用
が
か
か
り
、
既
成
市

街
地
の
場
合
、
沿
線
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
変
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
直
面
し
て
い
る
歩
行
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
整
備
を
短
期
間

に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。 

ハード・ソフト施策比較表 

分 類 短期性 柔軟性 道路利用者

の利便性 

費用面 今小路通り 

での適応性 

 

 

 

ハード 

施 策 

× 

・新たな

都市計

画決定、

用地買

収など

に長期

の時間

を要す。 

× 

・恒常的

な施設整

備 で あ

り、柔軟

性 は な

い。 

○ 

・道路構造令

に適合し、車

両、歩行者と

も安全が図

られる。 

× 

・長期にわ

たり土地

所有者と

の交渉や

用地取得

に多大な

費用がか

かる。 

・既成市街地

の大規模な整

備は課題が多

く、費用、時

間がかかる

上、沿線住民

の理解を得る

ことが難し

い。 

 

 

 

 

ソフト

施 策 

○ 

・都市計

画決定、

用 地 買

収 等 が

不 要 の

た め 短

期 間 に

実 施 可

能。 

○ 

・現状道

路に即し

た整備が

可能。 

△ 

・車両に対し

ては、道路幅

員、速度規制

等により車

両の自由性

を制約する。

・歩行者の安

全性の確保

が図られる。

○ 

用地買収

や大幅な

施設整備

を伴わな

い。 

・公共交通、

通過車両への

影響も少な

く、現状の安

全対策が不十

分な歩行者の

安全対策も可

能となり、短

期間に実施が

可能。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


